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資本輸出と国際収支

-19C英国における査本輸出の展調ー

者目 野倫 典

I 資本輸出論の問題点

① 
資本輸出とは一般に価値を生むべき価値の愉出であると規定される。この規

定はそれ自体としては正しい。しかし，この規定を与えたヒノレフアデイングが，

それを金融資本の政策を論ずる際lこ，しかも経済傾城拡張斗争の子段として

論じていることが注目されねばならない。さらにまたレーニンがその帝国主義

論の中で資本輸出を金融雰顧制の成立が外lこ向って世界の分割に到るつなぎ日

にあたるところで論じている点に注目しなければならない。資本輸出は資本主

義の成熟の結果現象であるが，それはまた独占の原理の世界的浸透を意味する
＠ 

ものであった。このような点にこそ金融資本段階の資本輸出の歴史的特殊性が

あると考えられないだろうか。

ヒノレフアデイングにあってはとの歴史的特殊性は資本輸出の形態に同連して

論じられているようK思われる。つまり資本は単なる利子を産む資本＝貸付資

本としてか，それとも利潤を生む資本＝産業・商業・銀行資本として輸出さ

れるのであるが，金融資木の段階では，後者がより重要になると考えられてい
③ 
るO しかし，との考えは彼による資本輸出の条件としての国際的利相率差とと

もにかならずしも金融資本の段階に特に重大な意義をもつものとしての資本の

輸出を明らかにしているとは言い難い。もちろん，こうした考えが全然？阪本！床

であるというわけではない。しかし， レーニンの云う独占の原理の山界的浸透

とは単なる剰余価値取得の形態に止らず，それを可能にする独占的環境の形成

という意味において乙そ重犬な立義があったと思われる。

以下， 19C英国資本輸出の展開をみるなかで，それがし、かにブロック化につ

ながるものであったかを明らかにしよう。
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注① ヒノレフアデング，岡崎訳「金融資本論」岩波文庫版， 70頁。

② 「金融資本は独占の時代をつくりだした。ところで，独占はいたるところに独占の

原理をともなう。 Jレーニン，堀江訳「帝国主義論」国民文庫版， 93頁。

① ヒノレフアデイング，前掲書， 71頁。

① 
Il 19Cにおける英国資本輸出の展開

19Cから第一次大戦直前に至るまでの英国資本輸出の展開過程は量的な見地

から大きく二つの期に分けられる。第一期は1815年から1873年までO 第二期は

それ以後1914年までである。とくに第一期について正確な資料がえられないた

め推計の域をでないのだが全体を通じての量的展開を第一表にみることができ

ょう。

第 1表 イギリスの海外投資（100万傍）

1825～30年 1895年 1,600 

184311 150 190511 2,025 

185411 210 190911 2,332 

188011 1,300 191311 3,763 

188511 1,302 

王立国際問題調査会・松本訳「国際投資の諸問題」

PP.163-4より。

② 
第一期と第二期の聞には量的に飛躍的増大がみてとれる。以下この二つの期

の特徴を検討して行こう。

注① 1815-1914年。便宜上， 19Cとした。

② もっとも80年の飛躍は，大部分70年代初期に集中してあらわれたものであって，そ

の意味では73年を大きな境目とすることには問題があろう。しかし問題はその内容にあ

る。

1 1815～1873年

乙の期全体の基調となるべきものは， 25年， 37年， 47年， 57年， 66年， 73年

の各恐慌を伴いつつ急速な発展をとげた英国経済とその世界的波及，資本主義

的世済経済の成立の過程であるといえる。そしてそれは同時に世界の銀行とし

てのロンドン金融市場の形成の過程であった。
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50年以前はとの意味での世界経済成立の前史とも云いうるものであって，資

本輸出についても同様の前史的特質がみられる。この期の資本輸出は多く外国

政府公債の形態でなされ，しかもそれは商品の輸出を伴うものであったと考え

られる。例えば， 20年代前半の中南米諸国向資本輸出，及び30年代のアメリカ

各州公債の如きはその例である。
① 

しかしてそ乙では資本輸出は国、内景気の上昇期に集中的にあらわれ，それに

投機的商品輸出が続き結局恐慌，債務支払不能，資本輸出の減退という過程を
① 

たどった。乙乙では貨幣資木の蓄積と現実資本の蓄積は必ずしも平行した進行

をたどらないとは云え，それが平行をたどるとみられる時期に資本輸出が集中

してあらわれているのであり，かくて，外見上過剰生産恐慌が資本輸出に触発

されたが如き結果を呈することになった。乙の意味でこの期の資本輸出は本質

的にも現象的にも40年代の対極東貿易における輸出入前貸制と同一線とにあっ

たとみられる。

しかし注意すべきはこうした過程が，英国資本主義の発展とその結果として

の資本主義の国際性の進展を促進した乙とであって，乙れは他方国内における

40年代の鉄道ブームが固定資本の生産を軸lとして英国資本主義の発展を完全に

軌道にのせ，かっ大量の資木需要が次第に国内資本市場を形成せしめた乙とと

相伴って， 50年代以後の世界経済の成立の基礎過程となったとみられる点であ

る。

ζ うして， 50年代に入るや英国は生産のJlt躍的拡大ーしかも生産子段の生産

の拡大率がより大ーと，カリフオルニヤ，オーストラリヤの金鉱発見！とよる世

界貨幣金の潤沢及び貨幣信用制度の発展lこ恵まれ外国貿易は急激な拡大をみせ

る。他方それは48年の革命を杭て新しく資本主義的生産の飛躍に突入せんとす

るフランス， ドイツ等ヨーロツパ諸国の撞頭を得て，資本輸出も進展した。

対欧資本輸出は殆んどが欽道建設に伴う私的鉄道株式形態でお乙なわれ，そ

れにはコントラクタ一二設立技術者と大量の鉄道資材の輸出を伴っていた。か

くて乙とでは，ジエンクスの表現をもってすれば「世界的企業」の形成をみる

のである。設立時の株式は多く英国人に所有され， 50年代初めに設立をみたフ

ランスの20の鉄道会社のうち英国人の名がそのボード・オブ・ディレクターの
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① 
中に出ていないものは一つもなかったといわれる。設立者には7～996の高利

潤が保証され，追加資本は396の社債 bondeddebtの発行でまかなわれ，こ

れには多くのフランス人が参加したといわれる。この点iこ注息してC.K.ホブ

ソンはこの期のヨーロツパの鉄道会村は英人lこ支配 controlされていたとい
④ 
つ。

しかしここで注目すべきはこうした利潤が，決して商業ベースにのった実際

の利益i担当によるのではなく，経済的後進性の故lこ設立技術者と資本を欠くフ

ランスが，その国民的長期利益を目して英国資木の導入を策した結果であった

ということである。それはナポレオン政府ーによる補助をもって初めて可能であ

った。そうした特殊事情は，その後次第にフランス資本が内部形成され，殊lこ

クレディモビリエ形態の信用組織が大量のフランス農民の資金を集めて企業設

立にのり出すにつれ，ここに両国資本の競争関係が生ずるに到る。こうしたこ

とは当時の進んだヨーロツパ諸国に共通してみられた。

ここでこの資本輸出のにない子となったマーチャントパンカーの位怖が問題

となろう。マーチャントパンカーはベアリング，ロスチヤイノレドなどかつての

国際商人がその巨富と情報網を駆使して英国海外投資の主たる立役者として発

行業務に従事したのだが，他方それは匡｜内記金銀行とのむすびつきを欠き，そ

の個人的資金 それに若干の到金が加わる の故に資金的限界性を有して

いたのであり，しかもそれは子形引受業務をも行っていたということから益々

限界性を強められた。その解決はロンドンの資本rbJ坊の整備二国内貨幣・資木

流通の交錯関係lこよらねばならなかったにも拘らず50年代には未だそれは未整

｛持の状態であった。だから，大陸の長率の鉄道証券は，その~j利潤の故lこ，そ

して他万資本市J易の未せいびの故にマーチャン卜パーカーからアンダーライタ

ーに到る少数の人々に一部分保有されたままであったといわれる。こうした限

界性は撞頭する大陸資本lこ道をあけわたす速度を早めた。

この期lこは鉄道投資以外に大陸の工業と鉱山菜に対しでも資本輸出がおこな

われたが，これはホブソンの指摘とは異って産業資本の輸出というよりむしろ
R 

資本家自身も移動して行くという資本移転であったと考えなければならない。

57年恐慌は最初の世界恐慌であったといわれる。それは資本主義国相互の取
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引関係が緊密化する傾向の顕在化，及びその関係、の多角化の発生を基味した。

つまり資本主義国相亘聞に再生産の国際的絡み合いが生ずるとともに，それを

I h絞としてのtH：界市場の拡大という非資木主義国を含めての生産流通関係、の形

成二世界経消の形成を立味した。

57年の恐慌以来，資本輸出は新しい展開をみせる。それはまず，それ以後60

年代初jめにかけての対インド鉄道投資であった。ヨーロツパに代るこの新たな

投資の場は，ロシヤ，スカンジナビヤ，南米，カナダと :J~iこ，さしあたって鉄

道会社を経営する能力が存犯せず それが何故かは問わない 半恒久的lこロン
③ 

ドンからの管理を叉’けることになった。この場合，インドは特異な存在であっ

て，東インド会社以米の植民地支配が，名こそインド政府と変りこそすれ続い

ていたといえる。この点を背景に，インド鉄道証券は 596の保証つきで，鉄道

建設用地は99午間無償で貸し与えられたのである。この場合，ヨーロツパ諸国

が自らの欲求によって鉄道建設にふみ切ったのに対し，インドではむしろ英国

資本の欲求によるものであった点を注意すべきであろう。それは一方で、奥地綿

花の積出しというi京料獲得の要求によるものであったと同時に，他山！で鉄道は

インド支配の力とも考えられていたので、ある。かくてインド鉄道の利潤は，イ

ンド農民の租税に源泉をもっていたのである。この点lこ閣述し対インド及び柏

民地投資が他の証券投資と著しく異った運動をしているととを第二表で知るこ

とが出米ょう。そこではむしろ対植民地貸付（インド5%保証H鉄道詔券をも

合む）が他の証券投資と逆に景気沈滞期！と多くあらわれるとともに，大休安定

した投資；J＜準が保たれている点が1ートー円される。

との点は多の未開発地域への投資と植民地投資の皆しい相違点であろうと忠

われるが，第Ej回に到ってこれが一つの機構化して来る様相をみせる点に重大

なぷ義があることを指摘しておく。

50年代以降の対外国鉄道証券は比較的安全であったということが英国資木市

場におけるこうした証券流動化の条件となっていた。しかるに，柚民地（この

場合比般的安定しているが）及びその仙の未開地に投資をする一世界経済の発

展一必要が出て来たとき，その危険に対処する新たな金融機構の形成が要求さ

れる。それは，フランスのクレディモピリエにならった株式形態の金融会社の
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第2表：ロンドンにおける外国証券発行額，1860ー76,（百万傍）

年 外国政府貸付ー 鉄ド貸道付証 証含付む） 外地の鉄会国社道及証びそ植券の民他

1860 5.8 13.2 6.7 

1861 .6 12.7 4.8 

1862 22 5 12.4 7.4 

1863 8.9 7.9 12 9 

1864 13.5 5.4 14.2 

1865 22.0 9.6 20.9 

1866 8.01 1.6 11. 0 

1867 11.4 9.4 6.5 

1868 22.1 11.9 9.7 

1869 20.1 10.8 8.8 

1870 35.0 6.4 9.8 

1871 40.1 1.9 15.3 

1872 43.3 2.6 31.2 

1873 16.5 4,8 29.8 

1874 27.0 17.7 26.0 

1875 20.4 13.0 10.6 

1876 包5 7.6 6,4 

丈仁二、I 計 320. 7 159.9 232,0 

Jenks. The migration of British Capital to 1875, 1926, p. 425. 

発生を生んだ。 1863年の国際金融会社の成立はその例である。とはいえ，伝統

的イギリスの信用制度ば結局のちに到るまでこの制度を先展させえなかった。

むしろ海外投資のその後の発展は，ロスチヤイ jレト、などと同じく海外出身のマ

ーチャントパンカーが60年代にかなり増加し，ロスチヤイルドらなどと競いつ

つ発行活動を行ってゆくことによった。

60年代1!1めにかけて外国政府貸付が大量に出現したが，乙れは国際的マーチ

ャントパンカーの支店網の関係、もありヨーロツパ週辺，つまりトノレコ，スペイ

ン，ポ jレトガソレ，イタリイに集中した。

以上， 15 70年代初期に至る期の英国資本輸出を概観して来たが，乙の期の

特質は次の通りであろう。 i)50年代以前は資本輸出前史と芳えうること。 ii)

50年代以降，投下地域lζヨーロツパからその他の未開地に向う傾向が見られる
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が，しかしその動きは未だはげしくない。 iii）また対象は主として公債及び鉄

道証券であって，それは一方で安全性を第ーとしつつも，他面では高利潤（利

子）確保が策されていた乙と。そして，それは逆に言って受入国の資本主義の

発麗を条件とし，資本財を中心とする英国商品輸出を伴いつつ世界経済の形成

・発展を促したとと。以上である。また乙の中で対インド投資の特殊性が考慮

されねばならない。

注の 「英国資本の移動ば1824-25年の英国の景気高拐別に2C年代の活動中最i-~：J点に達

し7こ。」 J巴nks,op. cit. , p. 52. 

② いわゆるピツドjレ・システムはその典型であろう。それは米国銀行が先行したポス

ト・ノートという 6,0ぢ利子っき証滋（10～18ケよJ)を，ロンドンにおくり資金をえて綿

花投機をおこなったものであった。 Jenks, ibid., pp. 88-98. 

① Jenks, ibid., p. 385. 

④支配という怠味が設立利得を獲得するということに解されるとすれば，当時フラン

ス鉄道はたしかに支配されていたと云ってよい。 cf.C. K. Hobsn, The Export of 

Capital, 1916, p. 128. ジエンクスはそれに対し，当時フランス鉄道は，フランス人

とくにフランス皇帝にイニシヤをもたれていたこと，設立後の実｜祭の経営者はフランス

人であったことを示す。そして，英国の資本家が興味をもったのは設立の利誌であって

，一方その尚利潤の故にその一部を保有したが，経常面lとはタッチしなかったという。

Jenks, op. cit., pp.165-166. 

GD Hobson, op. cit. , p. 128. これに対して， Jenks, op. cit. , p. 195. 

③ メキシコ，アノレゼンチン，ブラジル， ローデシヤ，英領インド及びトノレコに建設さ

れた鉄道の場合ロンドンと現地に二つの取締役会が出来，ロンドンのディレクターの最

大の権限は，現地のディレクターの選任であったといわれる。 H. Feis, Europe the 

World Banker 1870-1914, 1930. p. 28. 

2 1873-1914年

73年恐慌は先行の恐慌にくらべて，もっとも深刻な，そしてもっとも破壊的な

恐慌であった。 57年恐慌が英国を中心としたものであったのに対して，ここで

は恐慌の中心舞台は若い資本主義国たるドイツ，オーストリア，ハンガリア汝
① 

びアメリカ合衆国であった。即ち英国の資本主義生産における絶対的優位がく

ずれかけたとはいえないまでも，その兆候が見えだしたといえよう。アメリカ

とドイツはとくに生産子段生産部門の生産の拡大率においてイギリスを， 50年

以降りょうがするようになるのだが，それが絶対的にも追いつく兆がみえて来

たのである。第三表参照。
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% 世界の工業生産（1820～1913年）第 3表
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フラかくして資本輸出の展開にも変化がおこることになる。それは第ーに，

フランスの資本輸出ンスとドイツの資本輸出がのびて来るというととである。

卜、イツの海外投資は乙れよ

りおくれ90年代l乙入って（80年代後半から）のびる。第四表，第五表参照。

（なお1879年のイギワスの海外投資の合計は11～12億ポンド）

は， 1880年lこすでにイギリスの半分に達していた。

第5表：海外投資（総計）

年 ！フランス ドイン

i6億フラン 10億マルク
12-14 

15 

5 

10-13 

15-18 

22-25 

20 

。白

d
A
t
F
h
d

つ白

q
O
4
A

1870 

1880 

1883 

1890 

1893 

1900 

1905 

1914 

l年平均）

フランス

10億ガン
ごく少
-50～＋50 

なし又はごく少
443-533 

519-619 

1, 157-1,257 

1,359-1,459 

1,239-1,339 

資

イギリス

100万傍
61.0 

1. 7 

23.9 

61. 1 

45.6 

26.8 

21 3 

109.5 

185.0 

投第4表：海外

期間

1870-74 

1875-79 

1880-84 

1885-89 

1890-94 

1895-99 

1900-04 

1905-09 

1910-13 
Feis, ibid, p. 47. p. 71. 

Feis, op. cit. , p. 11. p. 44. 

第二l乙アメリカの資本蓄積が急げきにのびたことを挙げなければならない。

ζれは，資本輸入国としてのアメリカの立場に変化がおこる乙とを暗示するc
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以下，乙の期lこもっとも資本輸出がのび、たといわれる80年代後半及び1904～

1914年を中心に特質をさぐって行乙う。

73年の恐慌以後一時資本輸出は低滞する。それは，大量の英国の対欧政府貸
③ 

付が債務不履行に終ったことによる。乙れ以後，英国の対欧投資は減少の一途

をたどることになる。それは一回では，ヨーロツパ周辺の資木輸出はフラン

ス， ドイツがとってかわっておこなうようになるという乙とに閲｛系する。この

ことは，表面諸国による資本輸出の地域的分配関係を示しているかのようだ

が，かなりの競争の過程を通じておこなわれたとみるべきであろう。 C.K.ホ

ブソンによれば，プランス， ドイツの投資ば英国に比して，かなりに日険的で

投際的であったといわれる。例えば， 1882'c＼二の恐慌後に，公債の仙l絡が低下し

た際， ドイツは1882午にエジプト公債を， 1884｛＼二セルヒヤの約款及びロシヤ公

債の購入を11っている。景気が＼aI阪し悩絡が上昇するや，すぐに売り払われ
② 
7こ。

英国lとは他に投資先があった，という点にホブソンは対欧投資の同少の泊｜りj

を求めているが，この点も否定することは出来ない。 80年代後半，英国資本は

主としてオーストラリヤ及び南アメリカにむかった。オーストラリヤの場合そ

の主たる対象は鉄道，船きょう，港などであった。銀行，土地会社，金融会

社，鉱山業など私的企業の設立もお乙なわれた。 ζ こで注意すべきは，この対

オーストラリヤ投資が，かなりに安定した進行をみせているという点であって

これについてはのちに問題にする。

他方，南米投資は主にアルゼンチン，ブラジルの銀行及び鉄道建設に投じら
④ 

れた。 1886年の対南米投資総計は53百万ポンド， 10年前の 3倍以上となる。対

オーストラリヤ投資lこ対比してみて，対南米投資の特質ばその畏気的集中牲が

あげられる。

カナダ，インドなど帝国内諸国への投資が，重要になって来た乙とは，対オ

ーストラリヤ投資と合わせてこの期の資本輸出の特質の一つが，帝国内投資に

あったことを示すもので，その点60年代lと対インド投資が重要になったとはい

え，それはなお，他の諸国への投資l亡くらべて小さなものにすぎなかった，

（第2表参照）とみられるが故に，第二期の資本輸出のもっとも重要な特質と考
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える乙とが出来よう。 1884-85年の南アフリカの金鉱の発見とそれにともなう

鉄道建設は，未だ活発化しているわけではないにしても，このような観点から

するとき，との期の重大な象徴£も云うべきものだろう。

1890-91年の恐慌は南米投資を急速に減退させる。イ Yド銀Jレピーの混乱は

一時，インド貿易を縮少し，インドからの収入は，たとえば保証っき鉄道につ
① 

いて20万ポンド～30万ポンド減少させるという結果を伴った。とは云え重要な

乙とは，乙うしたスランプでもっとも打撃をうけたのは，対南米資本輸出であ

り，植民地資本輸出は，減少しながらも持続したことであ£

対アメリカ投資について注意すべきことがある。アメリカにおける資本蓄積

の進展が，いぜん資本輸入国とは云え，アメリカの立場をかえさせる乙とにな

った。イギリスにとって（次第にドイツも）アメリカ市場は大きな地位を占め

ていた。しかし，その対アメリカ投資が，単なる貸付資本の投資と化していっ

たのは90年代の不況と回復のかていにおいてであった。 1900年に入るや，例え
① 

ばアメリカ鉄道のうち外国支配下にあるものはほとんどなかった。

以上， 80年代を中心lとしてのぺて来たが，次に1900年に入ろう。 1904年以

来，英国投資は急速な拡大をとげるのだが，その結果， 1913年には総計約40億

ポンドの投資をみる。 1913年の投資配分をみてみよう。 （第6表）

帝国内諸国投資が全体の半分にせまりつつある乙とがわかる。アメリカ投

資，南米投資が大きい乙とも知られる。

英国投資は1904年に回復し，貿易の急速な拡大をともないつつ，先ず対植民

地投資ついでカナダとアJレゼンチンの鉄道投資が続いた。

帝国内諸国への投資について植民地株式法が1900年に出来た乙とが特に注目

される。かつて，インド鉄道の保証利子が対インド投資を安定化せしめたのに

対応して，乙乙では，帝国内投資が一つの機構として出来あがったとみる乙と

ができょう。同法は，植民地及び属領が，英国の法規に従って投資家に債務を履

行する乙と。第二に，借入れ政府は適当な資金が必要なときには，英国大蔵省に
③ 

それを提供する。第三に，投資家lζ対する元本保証をする乙とを定めている。

他方，のちにのベる却し投資の流れる方向をきめるのは，決して公衆ではな

く，公衆の資金（販売）をめあてに証券を発行する発行商会であったが，フエ
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第 6表 1913年の英国の投資配分（百万五労｝

総計 • 3,780 

英帝国総計

そのうち

カナダとニューフアウンドランド 515 

1,780 

オーストラリヤとニュージランド

南ア

イン！ごとセイロン

外国計

その－＇） ち

アメリカ

ラテンアメリカ

そのうち

アルゼンチン

に
d

内

リ

内

り

可
i

弓
4

0

6

4

3

3

 
2,000 

7bb 

760 

320 

ブラジJレ

ヨーロツパ

そのうち

ロジヤ

Feis, ibid., p. 23. 

150 

220 

llO 

イスによれば，彼らはたえず英国政府要人，イングランド銀行理事などと話し
① 

合いをしていたという乙とであり，そのことは，もちろんいかにして収益をあ

げるかという乙とに判断の基準があるとしても，大きな目でみれば一つの国策

とでも称するものにのって行動する乙とが，長期的にはより収益をあげうる乙

とになったと考えられることから注目される。こうしたことは帝国内諸国投資

の発展成長＝一つの機構化と無関係ではなかったろう。このような意味で乙の

期の英国資木輸出は英帝国内資木輸出の拡大，それを一つの安定機構としての

対米，対南米資本輸出という構造をとっていたと考えられる。

対インド投資について，重要と思われるのは工業企業体への投資が増加して

来るということであった。それは主としてジュートエ場であり，これはのちに

のペる国際収支問題と関連して，帝国内投資の重要な性格の－I[iを示すちので

ある。－

4ホブソfンは海外投資が1900年lこ入って，圏内投資とゅうりして発展するよう



資本輸出と国際収支 - 51-

になったとしているが，この点は，英国園内の産業停滞を示すものとして興味
⑮ 
深い。乙のことから直接に，固有の意味での過剰資本の形成をとくことはでき

ないが，あたかも1900年恐慌を契機としてイギリスにカルテノレ・トラストなど

独占体が形成されて行く時期であったことと思い合わせて，資本として機能し

えなくなる小中資本，手lj潤率の低下を手lji閏量の増大でカバーできなくなる乙と

により生ずる過剰資本の形成が暗示される。このような独占資本主義に固有な

過剰資本の形成をみとめる乙とができるとして，その資本輸出は上述の如き拡

大と分布傾向を示すのだが，それが手I]i回を生む資本としてか，又は利子を生む

資本として愉出されるかについては，むしろ資本受入国の事情によったと考え

られる。 （先述のアメリカの例を見よ〉

以上，第二期の資本輸出についてのベて来たが，この期の特徴を，帝国内投

資の拡大にみたい。それと同時に，対南米及び対アメリカ資本輸出も多大の分

布を示している乙とは，むしろ当然のことであって，帝国内投資に安定の基軌

をおきつつ，その上に立ってより収益をあげるべく，そしてそれだけの豊富な
＠ 

遊休貨幣資本にめぐまれつつ，他地域への投資を拡大させたと考えられる。な

おとのlRは，次節の問題と関連する。

注① ヱルスナー，千葉訳「経済恐慌」 292頁。

③ もっとも，ホブソンはとれを誇張しではならないと云う。当時の英国の莫大な投資

額に比すればそれは大したことではなかったというのである。 Hobson,op. cit., p. 

143 

③ Hobson, ibid., p.146. 

④ Hobson, ibid., p.147. 

① Hobson, ibid., p.14,9. 

① 1990年代初めについて， 「英国の海外投資がとの期に全ての方向で減少したわけで

はなかった乙とは事実である。｜その分布は植民地自治領が大半を占める。 Hobson, 

ibid., p.150. 

⑦ Hobson, ibid., p. 151. なおアメリカ鉄道の外国人による株式保有は次の通り。

1890-96年 1905年

イリノイ・セントラル 6596 21必

ペンシjレベ、ニヤ 52% 19形

ノレイスピJレ・アンド・ナシユビル 75% 7§ぢ

ニューヨーク・オンタリオ・アンド・ウIエスタン 58% 12% 
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ニユ｛ヨーターセントラノレ・アンド・ハドソンリバー 37% 9；ぢ

リ｛デイ νグ 52% 3% 

グレート・ノーザン 33% 25iぢ

パJレチモプ・アンド・オワイオ 21% 17% 

シカゴ・ミJレウオーキー・アンド・セント・ポール 2196 69ぢ
もっとも株式内容（普通株が優先株か）及び，英国系資本がどれほどであったかが明確

でないので決定的な結論は出せないだろう。いずれにしても景気変動の波の中で，目アメ

リカ資本が独自の力をみせはじめたとはいえるであろう。

③ Feis, op. cit., p. 93. 

③ Feis, ibid., pp. 83-91. 

⑩ Hobson. op. cit., pp. 206-230. 

⑪ 乙のように考えることによって，はじめて，レーニンのイギリス’l有国主義について

の評価，植民地帝国主義を理解することができょう。なおわれわれはこの節においてか

ならずしも，商品輸出から資本輸出へという段階的発展の中での典型の変化を明らかに

しえなかった。それは，単lこ尚品輸出と資本輸出の量的変化により判断されるべきでは

ないであろう。もっとも，第一期の資本輸出が資本主義の世界的拡大過程に伴うもので

あったこと，それが資本民主を中心とする英同商品輸出と当然に結びつく性格を有してい

たことを，その期の主受入れ国フランス， ドイツ等にみるとき，第二期に対比して答え

は自ずから明らかになるようにも足、われる。しかしここではこれ以上ふれない。

H 資本輸出と国際収支

先に保留した，南米及びオーストラリヤの資本輸出に違いがある乙と，及び

その問題に関連して英国の国際収支決済の構造の特質をS.B.ソ－Jレによりつ
つ考えてみたい。この乙とは1870-1914年の英国資本輸出の特質と無関連では

なかった。直接問題に入ろう。

第七表英国の対アルゼンチン国際収支， 1886年を基準とした1887-1895年（100万紛）

1 2 3 4 5 6 7 
商品貿易 地金移動支 1886年に対 資輸 本の 1886年を 1886年利変IC子対化 188？年lとく
収 支収 する 1と2 ，＿，こえる変しての らべての国

の変化 化 収益の 際収支変動

1886 +3. 7 +3. 0 13.5 

1887 +4.2 +0.1 -2.4 30. 7 +17.2 + 2.2 -17.4 

1888 +5. 2 +7. 0 十5.5 49.5 +36.0 - 3.8 -26.7 

1889 +8.9 -1.5 +0.7 30.7 +17.2 + 6.7 - 9.8 

1890 +4.4 -0.3 -2.6 9.1 - 4.4 + 6.7 + 8.5 

1s91 +o. 9 十0.8 -5.0 1.日－11.9 + 1. O 十 7.9

総計 -3.8 +54.1 +20.4 -37.5 

S. B. Saul, Studies in British Overseas trade 1870-1914. 1960, p. 73. 
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第七表をみると先ず対ア資本輸出がかなりに景気的な変動をもっているとと

がわかる。たとえば91年と88年を対比するとき，その差は全く著しいのであ

る。乙のことの反映として資本輸出が拡大した時期に英国の対ア国際収支は大

きく悪化する。もちろん，それは時間の経過と共に是正されるのであるが， 18

86年の国際収支を，かりにいま均衡状態にあったと仮定すると（実際はマイナ

スであった） 91年までに37.5百万ポンドの収支赤字が出たことになる。

この ζとは，次の乙とを暗示する。つまり，対ア資本輸出がかならずしも商

品輸出lこともなわれていなかったのではないかということである。しかし87,

88, 89年と資本輸出がのびたとき商品貿易収支の黒字ものびている。つまり，

全く尚品輸出を伴わなかったわけではなかった。それは主として英国からの資

本財輸入の増加に示される。 86年を乙える乙と， 1887 90年で平均鉄鋼4.7百

万トン，鉄道車嗣2.2百万トン，機械と工場施設が1.Tf'1万トンであったといわ
① 
れる。とは云え消費財についてはそうではないのであって， E去に西ヨーロツパ

諸国からの輸入増加が目立った。だからこの期のアルゼンチン資本輸出は資本

設備の輸出を伴いはしたが，消費財輸出について英国と他の資本主義国の聞に

市場斗争がお乙なわれその結果，英国の対ア国際収支は長期的にみて赤字とい

うことになったのであるの

ところで第八表をみよう。

第八友英国の対オーストラリヤ国際収支， 1871年を基準としての1872-1880.

(100万傍〕

：品貿望地金移要 1871年附喜本の叫2寝室肌年話僻イ化じ字m年に収 する 1と2 川＇＇－＇ ζ え し益ての ｜ら祭べての戴国I 
の変化 イヒ 収変 収支変

1871 -3.4 -6.9 -0.4 
1872 0.1 -6.0 + 4.2 十0.7 + 1.1 +3.1 
1873 +2.0 -9.5 + 2.8 十2.5 十 2.9 -0.1 
1874 +2.1 -6.7 十 5.7 十3.3 十 3.7 +O.l 十2.1
1875 +0.7 -6.7 + 4.3 十4.3 十 4.7 十0.3 -0.1 
1876 -2.5 -4.9 十 2.9 +5.6 + 6.0 +0.5 -2.6 
1877 -0.2 -6.6 十 3.5 十7.9 + 8.3 十0.8 -4.0 
1878 +0.7 -5.6 十 5.4 十7.6 十 8.0 十1.2 -1.4 
1879 -4.0 -3.1 十 3.2 十8.2 十 8.6 +1.6 -3.8 
‘ 1880 -6.9 -3.5 - 0.1 十0.9 + 1. 3 +2.0 +0.6 
総計 +31.9 +44.6 十6.5 '-'-6.2 

Saul. ibid., p. 80. 
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これは対オーストラリヤの国際収支表であるが，対アルゼンチンの場合と明

らかに異る点は，第ーに資本輸出が安定した成長をたどっていることにみられ

る。普通資本輸出が停滞・したといわれる70年代後半に資本輸出がのびているこ

とも著しい特徴であろう。と乙ろで，第二の特徴は，資本輸出が商品及びj也金収

支lこかなり近似した変化をみせていることである。その結果，国際収支はほとん

ど均衡状態を維持することになる。もちろん乙の乙とは，オーストラリヤが英国

のほとんど独占的貿易市場であった限りでの反映であって，その後次第にζ う

した関係がくずれて行く。 1880年代のオース卜ラリヤの同じような表をみてみ
② 
ると，そ乙では，なお資本輸出＝商品地金収支イ利子収益の関係がみられると

はいえ，それが若干くずれて行く気配をみせている。とは云え帝国内資本輸出

とその他の諸国への資本輸出の違いが，このような両でもはっきり，看取でき

るのであって，第二節でのベて来た見解の補強をここにみることが出来よう。

ところで1900年代になると英国の対アルゼンチン国際収支の亦字は著しく高

まる。

第九表英国の対アルゼンチン国際収支， 19(7年を基準としての1908-1913年

(100万傍）

1, 2 , , 5 , 7 

商品貿易地金移動捜11f 資本の~史！I ir若手長官謀長
収支収支の変化 輸 出化 益の変化支の変化

19071 -8.3 十1.2 

1908 I -19.1 十1.7 -10. 3 

1909 I 13. 5 +4. 1 - 2. 3 

1910 I - 9. 3 十0.6 - 1.6 

19111 - 8.0 +0.5 - 0.4 

1912 I -19. 5 十0.9 -11.5 

1913 I -19.0 -1.8 -13.7 

総計｜ -39.8 

Saul. ibid., p. 77. 

12.1 

15.9 

24.0 

16.6 

15.5 

15.7 

18.6 

+ 3.8 十 0.6

+11.9 + 1.4 

－卜 4.5 十 2.6

十 3.4 + 3.4 

+ 3.6 + 4.2 
+ 6.5 + 5.0 

十33.7 十17.2

-13.5 

-12.s 

- 3.5 

- 0.4 

-10.9 

-15.2 

-56.3 

第九表をみよう。そこではむしろ資本輸出ののびにも拘らず，商品収支がマ

イナスになって行く傾向がある。乙れは一つには，英国がアルゼンチンからの

食糧輸入を増加させつつあった乙とが原因しているが，資本輸出そのものにつ
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いて言えば，乙の頃から資本財についてもかならずしも英国から輸入しなくな

るという傾向がみられる。もちろんこのように言うのは百いすぎであろう。と

にかく， 80年代lこは 100%の資本財輸入を行っていたのが5096に減少するので

ある。ベルギー， ドイツ，アメリカからの鉄道施設と機関車の輸出ののびが大
③ 

きかった。

と乙ろで，とのような結果を生んだのがまさに資本主義諸国聞の激しい競争

関係の表現であったことは言うまでもないとして，英国は如何にしてこれを決

済したか。それは，ほとんどが対インド貿易黒字（資本収支をも加えてその黒

字はぼう大なものになる）に負わされていた。

第十表lこよりそれは明瞭であろう。

第卜表英国の対インド国際収支， 1907年を基準としての1908-1913年（100万傍）

11 2 3 5 6 j 
IJ}i 

収 支収 支の変イじ 輪 出化叩益の変化支の変化

rno7 I 十 93 十15.0 - 16. l 

1908 i +21. 2 十10.2 十 7.1

1909 I 十 9.3 + 9.8 5.2 

1910 I 十 4.3 十15.3 - 4. 7 

1911 I + 8.4 十15.7 - 0.2 

1912 I + 7.6 +21.3 + 4.6 

1913 ＇十 23.3 十17.8 +16.8 

総計｜ +18.4 

Saul. ibid. , p. 88 

14.3 

- 2.8 

-10.1 

- 6.6 

+ 1.2 
十 6.3

- 1.8 

-18.9 

-26.2 

-22.7 

14.9 

- 9.8 

-94.3 

+ 0.9 
+ 1.1 
+ 1.7 
十 1.7 

+ 2.2 
十 2.6

+10.2 

十 9.8

十 14.8

十 23.2

十 24.2

+ 21. 7 
十 29.2

+122.9 

インド貿易及び資本輸出は，英国国際収支のパツブアー的投：討をになってい

たのであって，それは他地域の収支と全く逆の様相をみせている。インド内部

でのジュート工場，納工場などの生産物を，ヨーロツノ勺アメリカ， l11国等に

黒字輸出することによりインドu身の国際収支は均衡を保つことになる。
ソ－｝レは以上のような展開をおこなうのであるが，その際中心的な論理は多

角貿易の進展ということであって，資木愉出lとともなうトランスブアーメカニ

ズムを多角貿易構造という条件の発生の中で考えて行こうとした。

しかし，乙こでこれをとりあげたのは，むしろ第E期における英国資本輸出
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の特質が，こうした収支構造の中にもつらぬかれ，かくしてのちの，帝国ブロ

ック経済圏形式の条件が芽生えつつあったことを指摘せんがためであった。

以上大まかではあるが，英国資本輸出が帝国内投資を基軸にし，それと関連

して国際収支についても英帝国聞に一つの安定基盤をえていたことが，逆にそ

の他の地域への投資の増加をも可指にしていたとみられる点を指摘しえたので

はないかと思う。

設① Saul.ibid., p. 74. 

② Saul. ibid., p. 84. 

① Saul. ibid., p. 79. (1962. 2. 12) 

後記：蛇足になりかねないが，本論の店、図について若干補足しておきたい。目標

は， 19Cにおける英国資本輸出の展開過程をあとづけることにより，金融資本の

段階における資本輸山の特質を明らかlとすることにあった。その際，視点は帝国

主義の基本的特徴のーっとしての資本輸出とは一体どのような具体的関係を示

すものなのかという点におかれた。そしてζのζとをこ乙ではとくに世界経済の

成立展開の面に焦点を合わせる乙とにより，その中での資本輸出の機能的側面に

ついて段階的特質を追求するという形でおζなった。のこされた問題は多い。資

本輸Ii＼機構の展開過程もその一つである。後日に期したい。 (1962.5.18) 




